
Title 世襲代議士と選挙区 : 広島県二区を中心として
Sub Title Political families and their constituency : a case study of the Second

District of Hiroshima Prefecture
Author 市川, 太一(Ichikawa, Taichi)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1988

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.61, No.12 (1988. 12) ,p.137- 163 

JaLC DOI
Abstract
Notes 多田真鋤教授退職記念号
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19881228-0137

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


世
襲
代
議
士
と
選
挙
区

　
ー
広
島
県
二
区
を
中
心
と
し
て
i

市

」

太

一

一二三四

は
じ
め
に

二
区
の
特
徴
と
代
議
士
の
得
票
構
造

高
得
票
の
町
と
町
議
会
議
員

お
わ
り
に

は
じ
め
に

世襲代議士と選挙区

　
広
島
県
二
区
は
全
国
有
数
の
「
世
襲
」
選
挙
区
で
あ
る
。
例
え
ば
、
過
去
三
回
の
衆
議
院
総
選
挙
の
結
果
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
国

的
に
も
第
ニ
ラ
ソ
ク
に
位
置
し
て
い
る
（
第
－
1
1
表
参
照
）
。
議
席
の
世
襲
は
最
近
顕
著
に
な
っ
た
現
象
に
は
違
い
な
い
が
、
し
か
し
「
広

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

島
県
の
政
治
的
家
族
」
に
お
い
て
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
二
区
に
お
い
て
は
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
を
通
じ
て
、
同
じ
一
族
か
ら

多
く
の
政
治
家
を
輩
出
し
て
き
た
。
帝
国
議
会
開
設
以
降
、
一
〇
〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て
．
こ
の
よ
う
な
現
象
が
同
一
選
挙
区
に
観
察
で
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第1－1表日本の世襲選挙区

平均
議　員　名

占有率
選挙区 定数 第36回総選挙

　1980／6
第37回総選挙
　1983／12

策38回総選挙

　19S6／7

88．9％ 青森2区 3 竹内黎一 竹内黎一 竹内黎一

田沢吉郎 田沢吉郎 田沢古郎

木村守男（ク） 木村守男

埼玉4区 3 野中英二 三ツ林弥太郎 野中英二

三ツ林弥太郎 青木正久 三ツ林弥太郎

青木正久 青木正久

香川1区 3 木村武干代 木村武千代 木村義雄

藤木孝雄 藤木孝雄 菰本孝雄

前川　旦（社） 前川　旦（社）

75 岩手2区 4 志賀　節 志賀　節 志賀　節

小沢一郎 小沢一郎 小沢一郎

椎名素夫 維名素夫 椎名素夫

秋田2区 3 川俣健二郎 川俣健二郎 川俣健二郎

笹山登生 笹山登生 笹山登生

広島2区 4 谷川和穂 谷川和穂 谷川和穂

池田行彦 池田行彦 池田行彦

中川秀直 中川秀直 中川秀直

山口1区 4 林　義郎 林義郎 林義郎
安倍晋太郎 安倍晋太郎 安倍晋太郎

田中龍夫 田中龍夫 田中龍夫

66．7 埼玉2区 3 山口敏夫（ク） 山口敏夫（ク） 山口敏夫

小宮山重四郎 小宮山重四郎 小宮山重四郎

長野2区 3 井出一太郎 井出一太郎 井出正一

羽田　孜 羽田　孜 羽田　孜

岡山一区 5 大村譲治 大村譲治 大村譲治

逢沢英雄 逢沢英雄 逢沢英雄

平沼魁夫 平沼遇夫 平沼魁夫

江田五月（社民）

1）平均占有率は第36回から38回までの総選挙において、一つの選挙区の定数において

　父・義父などが衆議院議員であった者の平均である。

2）（ク）は新自由クラブを、（社）は社会党を、（社民）は社会民主連合を、そして印のな

　い代議士は自由民主党を表す。

3）　山田太郎（岡山1区・公明党）のように、弟が参議院議員全国区の場合は除いた。
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ハ
　
レ

き
る
の
は
、
後
継
者
を
育
成
す
る
家
族
の
存
在
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
二
区
の
な
か
に
政
治
家
を
次
々
と
生
み
だ
し
て
い
く
地
域
的
要
因
が

あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　
本
稿
は
、
現
在
の
広
島
県
二
区
に
範
囲
を
限
定
し
て
、
三
人
の
衆
議
院
議
員
、
池
田
行
彦
、
谷
川
和
穂
、
中
川
秀
直
の
世
襲
の
実
態
と



そ
れ
を
生
み
だ
し
、
維
持
し
て
い
る
要
因
を
、
得
票
構
造
と
の
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
各
代
議
士
の
も
っ
と
も
高
い
得

票
率
を
あ
げ
て
い
る
豊
浜
町
、
福
富
町
、
豊
栄
町
と
そ
の
町
議
会
議
員
に
焦
点
を
あ
て
、
世
襲
代
議
士
に
高
得
票
を
与
え
て
い
る
地
域
特

性
を
探
る
．
町
議
会
議
員
に
も
世
襲
は
存
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
三
に
、
国
会
議
員
の
世
襲
と
い
う
問
題
を
町
議
会
議
員
と
結
び

つ
け
て
考
え
て
み
る
。
集
票
の
際
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
町
議
会
議
員
と
世
襲
代
議
士
の
支
持
関
係
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
最
後
に
、
代
議
士
職
が
受
け
継
が
れ
る
と
ぎ
の
重
要
な
要
因
、
地
盤
の
意
義
を
再
考
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
文
献
以
外
に
、
町
長
や
町
政
関
係
者
、
代
議
士
秘
書
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
そ
し
て
一
九
八
八
年

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
三
町
の
町
議
会
議
員
を
対
象
に
し
て
、
町
議
会
議
員
の
世
襲
と
町
議
会
議
員
の
世
襲
代
議
士
の
支
持
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ア
ン
ヶ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。

二
　
二
区
の
特
徴
と
代
議
士
の
得
票
構
造

世襲代議士と選挙区

　
二
区
に
は
特
徴
の
あ
る
都
市
が
点
在
し
て
い
る
。
人
口
の
も
っ
と
も
多
い
呉
は
戦
前
は
海
軍
の
、
戦
後
は
造
船
の
町
と
し
て
広
く
知
ら

れ
て
い
る
。
現
在
は
造
船
不
況
の
波
を
直
接
に
受
け
て
い
る
．
東
広
島
市
に
は
灘
、
伏
見
と
並
ぶ
「
酒
都
西
条
」
が
あ
る
。
最
近
、
広
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

中
央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
地
域
指
定
を
受
け
、
新
幹
線
駅
が
開
業
し
た
。
高
速
道
路
・
山
陽
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ソ
ジ
の
開
通
や
近

隣
の
町
に
新
空
港
の
開
港
が
予
定
さ
れ
て
お
り
．
広
島
市
と
福
山
市
の
中
間
に
位
置
す
る
第
三
の
都
市
圏
に
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

竹
原
市
は
か
つ
て
は
塩
田
の
町
と
し
て
栄
え
．
賀
茂
郡
は
広
島
県
の
米
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

　
二
区
全
体
を
見
渡
せ
ば
、
二
四
の
町
の
う
ち
実
に
一
一
町
が
島
で
あ
り
、
五
町
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
て
い
る
。
造
船
不
況
、
み
か
ん
の

低
迷
、
オ
レ
ン
ジ
の
自
由
化
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
島
々
は
、
瀬
戸
内
海
の
自
然
環
境
を
生
か
し
、
リ
ゾ
ー
ト
地
へ
の
変
身
を
計
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

う
と
し
、
観
光
に
期
待
を
か
け
て
い
る
。
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旨旨
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謎
め
↓
図
軒
恥
緬
沁
図

灘
難
誰
慾
　
　
、
冷
書
謡
撃
著
、

黒
陣
3
誉
簿
淺
N
図
ぺ
。
猷
野
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世襲代議士と選挙区

第2－1表　2区の政党別立候補者・当選者数

選挙回（年月日） 自民党系 社会党系 共産党 民社党 公明党 新自ク その他 総計

山
払 当 立 当 山

並 当 立 当 一』

ユ 当 山
ユ 当 山

乱 当

22回（1946．4．10） 2 2
23（1947．4．25） 7 3 1 1 1 0 2 0 11

24（1949．1．23） 5 3 1 1 1 O 2 0 9
25（ユ952．10．1） 7 3 1 1 1 0 9
26（1953．4．19） 4 3 2 1 7
27て1955．2．27） 5 3 2 1 7
28　（1958．5，22〉 5 4 2 O 1 1 6
29　（1960．1L20） 4 3 1 1 1 0 1 0 1 1 8
30　（1963．11．21） 4 り

o 1 1 1 0 6
31（1967．L29） 4 3 1 1 1 0 1 0 7
32　（ユ969．12．27） 4 4 1 0 1 0 1 0 7
33（1972．12．10） 4 3 1 1 1 0 2 0 8
34（1976．12．5） 4 2 1 1 1 O 1 0 1 1 1 1 8
35（1979．10．7） 3 3 1 1 1 0 1 0 1 0 1 1 7
36　（エ980．6．22） 3 3 1 1 1 0 1 1 6
37（1983．12．18） 4 3 1 1 1 0 6
38（1986．7．6〉 4 4 1 0 1 0 6

1）立は立イ臥補者を、当は当選者を表す。

2）　自民党系には協同党、回民協同党、進歩党、民主自由党、民主党を、社会党系には分裂していた当時の

　　右派、左派社会党を含む。

3）その他には諸派、無所属を入れた。

4）当選時の無所属は当選後に所属した政党に算入した。

　
選
挙
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
戦
後
の
二
区
は
激
戦
区

で
あ
る
。
中
選
挙
区
に
戻
っ
た
二
三
回
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
少
な
い
時
で
定
数
四
と
同
じ
人
数
、
多

い
時
に
は
七
人
の
保
守
系
候
補
が
立
候
補
し
て
い
る
。

そ
れ
故
、
革
新
系
候
補
が
一
人
で
も
当
選
す
れ
ば
、

保
守
系
候
補
の
う
ち
一
人
は
落
選
す
る
羽
目
に
陥
る
。

自
民
党
結
党
以
前
も
、
結
党
以
降
も
自
民
党
候
補
者

に
と
っ
て
激
戦
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
戦

後
何
人
も
の
代
議
士
た
ち
が
数
回
当
選
し
て
は
、
消

え
て
い
っ
た
。
外
務
次
官
を
つ
と
め
、
日
ソ
国
交
回

復
に
尽
く
し
た
松
本
俊
一
は
三
回
当
選
し
た
が
、
二

回
連
続
し
て
落
選
し
て
退
い
た
。
防
衛
事
務
次
官
で

あ
っ
た
加
藤
陽
三
は
二
回
当
選
し
た
が
、
二
回
落
選

し
て
、
政
界
か
ら
引
退
し
た
。
泡
末
で
は
な
い
代
議

士
に
と
っ
て
も
、
議
席
を
維
持
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
．
こ
の
傾
向
に
一
層
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
池
田

勇
人
の
跡
を
増
岡
博
之
が
一
度
は
継
い
だ
の
に
、
一

二
年
し
て
、
勇
人
の
娘
婿
が
立
候
補
し
た
。
増
岡
と

池
田
は
同
じ
派
閥
・
宏
池
会
に
所
属
す
る
。
激
戦
の
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理
由
は
こ
れ
以
外
に
ま
だ
あ
る
。
中
川
と
谷
川
は
同
じ
旧
賀
茂
郡
、
し
か
も
一
つ
隔
て
た
町
を
出
身
地
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
二
区
は
激
戦
区
に
と
ど
ま
ら
な
い
．
保
守
優
位
の
選
挙
区
で
も
あ
る
。
第
2
－
1
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
二
二
回
の
選
挙
を
除
け
ば
、

定
数
四
議
席
の
う
ち
、
自
民
党
三
議
席
、
社
会
党
一
議
席
と
い
う
の
が
典
型
的
パ
タ
ー
ソ
で
あ
り
、
自
民
党
が
議
席
を
独
占
し
た
選
挙
は

過
去
三
回
も
あ
る
。

　
党
派
別
得
票
率
の
中
に
も
、
保
守
優
位
と
い
う
特
徴
を
は
っ
き
り
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
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以
上
の
よ
う
な
保
守
的
な
政
治
風
土
の
な
か
に
い
る
の
が
、
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
る
三
人
の
「
世
襲
」
代
議
士
－
谷
川
和
穂
、
池
田

行
彦
、
中
川
秀
直
で
あ
る
。
三
人
は
い
ず
れ
も
自
民
党
の
代
議
士
で
あ
る
。

　
順
を
追
っ
て
、
三
人
の
経
歴
を
父
、
義
父
も
含
め
て
．
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　
谷
川
和
穂
の
父
．
昇
は
三
人
の
中
で
は
最
も
早
く
一
八
九
六
年
に
賀
茂
郡
西
志
和
村
、
現
在
の
東
広
島
市
に
生
ま
れ
た
。
父
に
し
た
が

っ
て
ア
メ
リ
カ
に
わ
た
り
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
を
終
え
た
。
帰
国
後
は
、
東
京
市
役
所
に
入
り
、
東
京
都
防
衛

局
長
、
そ
し
て
山
梨
県
知
事
．
内
務
省
警
保
局
長
を
つ
と
め
た
．
自
由
党
政
調
会
副
会
長
が
政
治
家
と
し
て
の
経
歴
で
あ
る
。
一
九
五
五

年
第
二
七
回
総
選
挙
に
お
い
て
当
選
す
る
が
、
そ
の
翌
日
五
八
歳
で
急
逝
し
た
。

　
和
穂
は
一
九
三
〇
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
を
「
↓
a
爵
．
ω
ギ
o
菖
Φ
ヨ
ω
ぎ
＞
9
①
浮
き

冒
9
賃
8
。
§
導
O
。
＜
Φ
3
ヨ
①
暮
」
と
い
う
論
文
を
提
出
し
て
終
え
、
ハ
！
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
に
留
学
中
に
父
を
亡
く
す
る
。
父
が
亡
く

な
っ
た
次
の
二
八
回
総
選
挙
に
は
、
全
国
最
年
少
二
七
歳
の
若
さ
で
当
選
し
た
。
文
教
族
の
一
員
に
数
え
ら
れ
、
衆
議
院
法
務
委
員
長
、

文
教
委
員
長
、
防
衛
庁
長
官
で
あ
っ
た
。

　
広
島
県
が
生
ん
だ
二
人
の
総
理
大
臣
の
う
ち
一
人
、
池
田
勇
人
は
父
が
戸
長
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
．
三
家
族
の
う
ち
で
は
唯
一
、

三
代
に
わ
た
っ
て
政
治
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
．
一
八
九
九
年
、
豊
田
郡
吉
名
村
、
現
在
の
竹
原
市
に
生
ま
れ
た
。
京
都
大
学
を



卒
業
し
大
蔵
省
に
入
り
、
長
い
闘
病
生
活
を
間
に
は
さ
み
、
大
蔵
事
務
次
官
か
ら
、
代
議
士
に
な
っ
た
．
通
商
産
業
、
大
蔵
、
国
務
大
臣
、

経
済
審
議
庁
長
官
な
ど
を
歴
任
し
た
．

　
行
彦
は
勇
人
と
同
じ
大
蔵
省
の
出
身
で
あ
る
．
一
九
三
七
年
神
戸
に
生
ま
れ
た
。
旧
姓
は
粟
根
。
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
広
島

国
税
局
間
税
部
長
、
大
平
大
蔵
大
臣
秘
書
官
を
経
て
、
三
九
歳
で
代
議
士
に
当
選
し
た
。
池
田
勇
人
が
亡
く
な
っ
て
、
二
一
年
後
の
こ
と

で
あ
る
．
地
盤
は
増
岡
博
之
が
す
で
に
継
承
し
て
い
た
。

　
最
後
の
中
川
俊
思
－
秀
直
に
は
官
僚
の
経
歴
は
な
い
。
俊
思
は
竹
原
市
新
庄
町
の
堀
川
家
に
一
九
〇
三
年
に
生
ま
れ
、
賀
茂
郡
豊
栄
町

中
川
家
の
養
子
に
な
っ
た
．
中
央
大
学
を
中
退
し
、
日
本
経
済
新
聞
な
ど
の
新
聞
記
者
で
あ
っ
た
。
戦
後
第
一
回
目
の
二
二
回
、
つ
づ
く

…
二
回
総
選
挙
に
つ
づ
け
て
落
選
し
、
二
四
回
に
よ
う
や
く
当
選
し
た
。
八
回
当
選
し
た
が
、
政
務
次
官
の
経
歴
し
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
直
も
義
父
の
よ
う
に
、
日
本
経
済
新
聞
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
者
か
ら
代
議
士
へ
の
道
を
歩
ん
だ
。
一
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
。

世襲代議士と選挙区

　　　第2－2表　当選・落選・得票

第1世代 谷川　昇 池田勇人 中川俊思

生年 1896－1955 1899－1965 1903－1973

第2世代 谷川和穂 池田行彦 中川秀直

生年 1930一 1937一 1944一

第22回総選挙 33185＊

23 56477 25617＊

24 61072 45523

25 32457 90091 27499＊

26 36020＊ 68387 55667

27 〈42730〉 62191 52213

28 44635 83913 43869

29 41226＊ 83817 54565

30 69912 74507 50602

31 51901 50995

32 6451S 57145

33 50389 46063率

34 48140＊ 63873 68212

35 69068 57906 53489＊

36 72302 79417 81253

37 62124＊ 70839 63847

38 93578 71130 72114

1）総選挙の右の欄の数字は獲得した鴛票数であ

2）　＊は落選の印である。

3）アンダーラインは世代の交代を表す。

4）第27回の谷川昇のく〉は当選後の死亡を表す

四
年
東
京
に
生
ま
れ
、
旧
姓
は
佐
藤
。
彼
も
ま

た
養
子
で
あ
る
。
慶
慮
大
学
を
卒
業
し
、
俊
思

の
落
選
し
た
次
の
選
挙
か
ら
新
自
由
ク
ラ
ブ
の

爆
発
的
ブ
ー
ム
を
背
景
に
し
て
当
選
。
三
二
歳

で
あ
っ
た
。

　
三
家
族
を
二
世
代
に
わ
た
っ
て
み
る
と
、
二

家
族
は
同
一
議
業
か
ら
後
継
者
を
補
充
し
、
三

家
族
と
も
若
く
し
て
議
員
職
を
継
い
だ
と
い
う

共
通
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
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第2－3表　2区の有権者数・比率の変化

有権者数 有権者の↓ヒ率

総選挙回 30回 38回 30回 38回

広島市安芸区

呉市

竹原市

束広島市

　　人
148891

23045

　　人46633

ユ66878

26610

58323

37．7％

5．8

9．2％

32．8

5．2

11．5

安芸郡

賀茂郡

豊田郡

106935

57456

58165

120023

30434

60457

27．1

14．6

14．7

23．6

6．0

11．9

市部計 171936 298444 43．6 58．6

郡部計 222556 210914 56．4 41．4

総計 394492 509358 100．0 100．0

豊浜町

豊栄町

福富町

3987

4910

2697

2716

4112

2430

1．0

1．2

0．7

0．5

0．8

0．5

1）広島市安芸区及ぴ東広島市は第30回総選挙当時、ま
　　だ成立していなかった。

し
た
最
後
の
選
挙
、
第
二
世
代
が
受
け
継
い
だ
最
初
の
選
挙
、
そ
し
て
そ
の
後
の
変
化
を
み
る
た
め
に
最
近
、

選
挙
、
計
三
回
の
絶
対
得
票
率
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
個
々
の
得
票
率
を
み
る
前
に
、
二
区
全
体
の
有
権
者
数
の
推
移
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
第
2
－
3
表
の
よ
う
に
、
有
権
者
は
三
〇
回
か

ら
三
八
回
ま
で
の
間
に
約
一
一
万
四
千
人
増
え
て
い
る
．
町
村
の
広
島
市
へ
の
編
入
、
東
広
島
市
の
誕
生
（
一
九
七
四
年
）
な
ど
に
よ
っ
て

正
確
な
比
較
は
む
つ
か
し
い
が
、
市
部
で
の
有
権
者
は
増
加
し
、
二
区
全
体
の
六
割
弱
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
．
安
芸
郡
の
な
か

に
は
広
島
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
た
町
が
い
く
つ
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
都
市
化
し
た
町
の
比
重
は
な
お
さ
ら
増
し
て
い
る
。
反
対

に
、
こ
う
い
う
町
を
含
ま
な
い
賀
茂
郡
は
半
分
近
く
ま
で
有
権
者
が
減
り
、
豊
田
郡
の
有
権
者
増
加
率
も
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い
。
二
区
に

占
め
る
郡
部
の
ウ
ェ
イ
ト
は
軽
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
二
区
が
激
戦
区
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
三
家
族
に
と

っ
て
も
例
外
で
は
な
い
。
第
2
1
2
表
に
一
目
瞭
然
の
よ
う
に
、

池
田
勇
人
－
行
彦
以
外
は
谷
川
昇
は
一
回
、
和
穂
は
三
回
、
中
川

俊
思
は
四
回
、
秀
直
は
一
回
の
落
選
の
経
験
が
あ
る
。
世
襲
議
員

は
悠
々
と
当
選
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
新
人
当
選
率
は

一
般
的
に
高
い
。
例
え
ば
第
三
三
回
総
選
挙
に
お
い
て
は
、
新
人

候
補
の
平
均
当
選
率
は
二
四
・
五
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
世
襲
」
候
補
の
そ
れ
は
六
四
％
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
二
区
の
場

合
、
選
挙
は
楽
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
検
証
す
る
に
は
、
第
一
世

代
の
票
を
第
二
世
代
が
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と

も
変
化
し
て
い
る
の
か
を
み
て
み
れ
ば
よ
い
。
第
一
世
代
が
当
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
な
わ
れ
た
第
三
八
回
総
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殴1・3

　　　　　　　第2－2図　池由勇人・行彦の絶対得票率の推移

　　　第30回総選挙（池田勇人）
一・一第34回総選挙（池田行彦）
一一閣一第38向総選挙（池田行彦）
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嚢呉竹束府海熊坂江音倉1蒲黒福豊大河本安安川豊豊夫束禾瀬
云　原広　　　　田　　蒲　　　　　　　芸　　　　　　　戸
区市市島中田野　島戸橋刈刈瀬富栄和内郷津浦尻浜　崎野江田
　　　市　　　　　　　　　　一一一
　　　　　　　安芸郡　　　 賀茂郡　　　　豊田郡

　
ま
ず
、
池
田
勇
人
ー
行
彦
で
あ
る
．
勇
人

に
と
っ
て
最
後
の
選
挙
は
第
三
〇
回
、
行
彦

が
初
め
て
の
選
挙
は
三
四
回
で
あ
る
。
有
権

者
は
こ
の
問
約
一
〇
万
八
千
人
増
え
た
。
三

回
の
選
挙
結
果
は
第
2
1
2
表
の
よ
う
な
位

置
に
あ
り
、
最
高
と
か
最
低
に
位
置
す
る
極

端
な
も
の
で
は
な
い
。

　
二
人
の
絶
対
得
票
率
の
推
移
は
第
2
－
2

図
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
世
代
か
ら
第
二
世

代
に
す
ぐ
に
受
け
継
が
れ
た
の
と
は
違
い
、

二
年
経
っ
て
か
ら
、
行
彦
は
立
候
補
し
た
。

勇
人
の
跡
を
継
い
で
い
た
増
岡
と
の
間
に
は

あ
つ
れ
き
が
あ
っ
た
。

　
三
〇
回
と
三
四
回
の
曲
線
を
比
べ
て
み
る

と
、
二
人
は
勇
人
の
出
身
地
竹
原
市
と
隣
接

し
た
町
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
、
島
懊
部
で
強

い
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
。

　
相
違
点
は
、
行
彦
が
勇
人
よ
り
高
い
得
票

率
を
あ
げ
た
の
は
福
富
町
だ
け
に
限
定
さ
れ
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　　　　　　　　　　第2－3図　谷川昇・和穂の絶対得票率の推移

　　　第27回総選挙（谷川　昇）
一・一第28回総選挙（谷川和穂）
一一一一一第38回総避挙（谷川和穂）

（％）
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芸　原広　　　　田　　蒲　　　　　　　芸　　　　　　　F・
区市市島中田野　島戸橋刈刈瀬富栄和内郷津補尻浜　崎野江田
　　　市　　　　　　　　　　一一一
　　　　　　安芸郡　　　 賀茂郡　　　　豊田郡

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は

高
得
票
率
を
あ
げ
た
町
の
数
で
あ
る
．
勇
人

は
豊
浜
町
で
は
八
一
・
三
％
も
の
驚
異
的
な

得
票
を
得
て
い
る
。
五
〇
％
以
上
の
高
得
票

率
の
町
・
市
が
勇
人
に
は
全
部
で
五
つ
あ
る

の
に
対
し
て
、
行
彦
に
は
豊
浜
町
の
五
〇
・

八
％
が
一
つ
あ
る
に
す
ぎ
な
橋
勇
人
が
総

理
大
臣
で
あ
っ
た
か
ら
こ
の
よ
う
な
得
票
構

造
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
行

彦
の
得
票
率
は
全
般
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
行
彦
も
三
〇
回
か
ら
四
分
の
一
世
紀
経
ち
、

五
回
選
挙
を
し
て
み
る
と
、
全
体
の
形
状
は

残
し
な
が
ら
も
．
広
島
市
周
辺
の
町
で
得
票

を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
が
、
図
か
ら
読
み
取

れ
る
。

　
谷
川
昇
の
最
後
の
選
挙
か
ら
和
穂
の
最
初

の
選
挙
ま
で
、
約
三
年
経
っ
て
い
る
．
第
2

1
3
図
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
は
出

身
地
の
東
広
島
で
の
得
票
が
高
い
と
い
う
の

146



世襲代議士と選挙区

　　　　　　　第2－4図　中川俊思・秀直の絶対得票率の推移

　　　第32回総選挙（中川俊，思）

一・一第34回総選挙（中川秀直）
一一一一第38回総選挙（中川秀直）（％）
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芸　原広　　　　田　　蒲　　　　　　　芸　　　　　　　戸
区市市島中田野　島戸橋刈刈瀬富栄和内郷津浦尻浜　崎野江田
　　　市　　　　　　　　　」一一一一一」
　　　　　　安芸郡　　　 賀茂郡　　　　豊田郡

は
同
じ
で
あ
り
、
賀
茂
郡
と
豊
田
郡
の
島
岐

部
は
比
較
的
似
た
曲
線
を
示
し
て
い
る
。
但

し
、
得
票
率
を
比
べ
て
み
る
と
、
昇
は
和
穂

よ
り
も
安
芸
郡
の
倉
橋
、
下
蒲
刈
、
蒲
刈
に

お
い
て
、
反
対
に
和
穂
は
呉
市
、
東
広
島
市
．

賀
茂
郡
の
四
町
に
お
い
て
、
父
以
上
の
得
票

を
あ
げ
た
．
二
世
代
の
地
盤
と
す
る
地
域
を

除
く
と
、
和
穂
の
二
八
回
と
三
八
回
の
総
選

挙
の
グ
ラ
フ
の
カ
ー
ブ
が
、
二
つ
の
選
挙
の

間
に
、
約
三
〇
年
の
期
間
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
酷
似
し
て
い
る
。

　
第
2
1
4
図
は
中
川
俊
思
ー
秀
直
の
絶
対

得
票
率
を
示
し
て
い
る
。
俊
思
は
第
三
三
回

総
選
挙
に
落
選
し
て
い
る
の
で
、
三
二
回
を

比
較
の
軸
と
し
て
選
ん
だ
。
二
人
の
間
に
は

切
れ
目
が
な
い
。
こ
の
図
は
議
席
の
継
承
の

実
態
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。
つ
ま
り
二
人

の
曲
線
の
間
に
は
、
類
似
性
が
あ
る
。
と
く

に
、
出
身
地
の
豊
栄
町
を
中
心
に
し
た
賀
茂
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
の
得
票
が
多
い
。

挙糖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
少
し
子
細
に
み
て
い
く
と
、
「
世
襲
」
と
は
い
え
、
中
川
秀
直
に
限
定
さ
れ
な
い
が
．

彫38

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
候
補
者
の
個
性
が
で
て
き
て
い
る
の
が
わ
か
る
．
二
人
の
曲
線
は
類
似
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

牛郷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
直
は
安
芸
郡
、
呉
市
、
東
広
島
市
な
ど
の
都
市
部
で
得
票
を
伸
ば
し
て
い
る
の
が
理
解
で
き

　率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
だ
ろ
う
。
新
し
い
票
田
の
開
発
が
な
け
れ
ば
、
秀
直
の
当
選
は
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
に
違
い

票得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
．

均平別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
各
代
議
士
の
得
票
の
図
を
み
て
い
る
と
、
い
く
つ
か
の
町
で
高
得
票
を
獲
得
し
て
い

町市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
が
わ
か
る
。
五
回
の
平
均
は
、
第
2
1
4
表
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
池
田
行
彦
は
七

表
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
一
市
、
谷
川
和
穂
は
一
市
二
町
、
中
川
秀
直
は
四
町
に
お
い
て
二
〇
％
以
上
の
高
得
票
率
を

一2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
げ
て
い
る
．
こ
の
よ
う
な
高
得
票
を
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
る
理
由
が
何
か
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

第　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
席
の
継
承
が
票
の
継
承
ー
地
盤
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
特
定
の
町
で
の
高
得
票
の
原

因
を
追
究
し
て
い
け
ば
、
「
世
襲
」
の
実
像
に
一
歩
で
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
現
職
の
三
代
議
士
が
三
四
回
か
ら
三

八
回
の
間
に
も
っ
と
も
高
い
平
均
得
票
率
を
得
た
町
・
市
と
の
関
係
に
限
定
し
て
、
高
得
票
の
原
因
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　
池
田
の
得
票
率
が
高
い
豊
浜
町
は
平
均
得
票
率
は
四
七
・
九
％
で
あ
る
．
勇
人
、
行
彦
の
出
身
地
で
も
な
い
。
そ
れ
で
も
も
っ
と
も
高

い
得
票
率
を
あ
げ
て
い
る
。
池
田
が
亡
き
後
、
増
岡
博
之
が
地
盤
を
継
い
だ
。
娘
婿
行
彦
が
出
た
一
九
七
六
年
の
総
選
挙
は
、
当
時
の
岡

本
町
長
が
増
岡
支
持
か
ら
池
田
支
持
に
戻
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
町
は
池
田
派
石
井
周
助
役
（
当
時
）
と
増
岡
派
岡
本
町
長
の
二
つ
に
わ
れ

て
、
た
た
か
わ
れ
た
。
一
二
七
九
対
九
〇
〇
票
で
池
田
派
が
勝
利
を
お
さ
め
た
。
翌
年
の
町
長
選
に
は
石
井
助
役
が
現
職
を
破
り
、
町
長

　
　
　
（
8
）

に
当
選
し
た
。

　
豊
浜
町
長
の
部
屋
に
は
池
田
勇
人
の
大
き
な
写
真
が
飾
ら
れ
、
近
く
の
島
を
見
お
ろ
す
神
社
に
は
「
日
清
・
日
露
並
支
那
事
変
及
大
東

平均得票率 池田行彦 谷川和穂 中川秀直

　　％40－50 豊浜町 豊栄町

30－39 竹原市 福富町 大和町

蒲刈町 束広島市

20－29 安芸津町 大和町 福富町

豊町 河内町

束野町

倉橋町

本郷町
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亜
戦
争
」
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
た
め
に
「
忠
魂
碑
」
と
い
う
池
田
の
筆
に
な
る
石
碑
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
豊
浜
町
の
人
々
が
池
田
勇

人
を
応
援
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
元
内
務
大
臣
望
月
圭
介
以
来
、
豊
田
郡
出
身
の
代
議
士
が
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
．
そ
れ
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

に
、
当
時
の
村
議
会
議
長
、
町
長
が
池
田
と
同
じ
旧
制
忠
海
中
学
の
出
身
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
．
代
議
士
に
な
っ
て
以
降
、
池
田
が
町
の

た
め
に
尽
く
し
て
く
れ
た
の
は
離
島
振
興
法
の
成
立
を
は
じ
め
、
数
限
り
な
い
。
町
の
人
も
「
池
田
さ
ん
が
道
路
を
作
っ
て
く
れ
た
」
と

信
じ
て
い
る
。
票
を
多
く
出
し
た
こ
と
が
勇
人
が
よ
く
し
て
く
れ
た
理
由
か
も
し
れ
な
い
。
勇
人
か
ら
行
彦
へ
の
バ
ト
ソ
タ
ッ
チ
ま
で
一

一
年
問
の
空
白
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勇
人
へ
の
恩
義
の
意
識
は
、
娘
婿
行
彦
に
も
生
き
て
い
る
。

　
町
議
会
議
員
は
第
2
1
5
表
の
よ
う
に
、
池
田
行
彦
支
持
七
、
増
岡
支
持
二
名
に
分
か
れ
て
い
る
。
補
足
的
に
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
れ
ば
、
池
田
勇
人
、
行
彦
を
二
代
に
わ
た
っ
て
支
持
し
て
い
る
町
議
会
議
員
は
六
名
い
る
。
世
襲

係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
議
士
は
、
豊
浜
町
で
は
町
議
会
議
員
も
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

関持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
富
町
は
谷
川
の
も
っ
と
も
得
票
率
の
高
い
町
で
あ
る
。
第
一
世
代
昇
の
生
ま
れ
た
町
の
隣
町
で
あ

支
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
三
四
・
八
％
。
他
の
二
人
に
比
べ
る
と
、
最
高
得
票
率
は
低
い
。
池
田
と
同
じ
よ
う
に
、
出
身
地

韻鎌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
な
い
。
東
広
島
市
に
合
併
す
る
以
前
で
あ
れ
ば
、
二
八
回
と
少
し
古
く
な
る
が
、
志
和
町
で
六
八

議
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
八
％
の
得
票
率
を
あ
げ
て
い
た
。
同
時
に
中
川
の
出
身
地
豊
栄
町
に
隣
接
し
て
い
る
こ
の
町
は
、
中

と
韻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
の
得
票
率
も
町
別
で
は
五
番
以
内
に
入
っ
て
い
る
。
町
議
会
議
員
は
衆
議
院
議
員
と
の
関
係
で
、
谷

陥議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
五
、
中
川
三
、
池
田
二
、
不
明
二
名
程
度
の
色
分
け
は
さ
れ
て
い
る
が
、
町
議
会
を
二
分
し
て
、
衆

衆表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
院
選
挙
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
谷
川
の
出
身
地
東
広
島
市
志
和
町
に
近
い
竹
仁
地
区
と
中

さ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
の
出
身
地
に
近
い
久
芳
地
区
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
営
の
親
類
縁
者
が
入
り
、
票
を
求
め
て
運
動
を
展

　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
す
る
。
一
度
で
き
た
町
民
と
衆
議
院
議
員
の
支
持
関
係
は
強
固
で
あ
り
、
そ
の
時
そ
の
時
の
勢
い
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
票
差
の
大
小
に
な
っ
て
表
れ
る
．

代議士名 豊浜町 福富町 豊栄町

池田行彦

谷川和穂

中川秀直

増岡博之

回答なし

　【人
　イ

1
　
2
　
3

　　0〆58，3／0

16．7

25．0

人

2
5
3
2

　　0／16，7■0

41．7

25．0

16．7

人

2
3
2
7

　　％
14．3

21．4

14．3

50．0

総計 12 100．0 12 100．0 14 100．0㌧
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じ　　第2－6表衆議院議員と町議会議員の支持内容

で
あ　　　　　　　　　　　　豊浜町　福富町　豊栄町

れ　衡絵への入会　77．890．062．5
ば　　　　一
、　　露牙1亨所での宰俣い　　　　　　ワ∩∩　　1ウ究

豊浜町 福富町 豊栄町

後援会への入会

事務所での手伝い

投票の依頼

その他

77．8

77．8

90．0

20．0

60．0

10．0

62．5

12．5

62．5

1）表の数字は回答者のうちの比率（％）を表す

2）　回答は複数回答である。

　
　
　
　
　
　
話
の
糸
口
も
で
き
る
。

重
ね
が
二
代
に
わ
た
っ
て
中
川
へ
の
親
し
み
を
増
し
て
い
る
。

　
町
議
会
議
員
の
国
会
議
員
へ
の
支
持
の
度
合
を
は
か
る
の
は
む
つ
か
し
い
が
、
三
町
に
お
け
る
支
持
関
係
は
第
2
－
6
表
の
通
り
で
あ

る
。
「
後
援
会
に
入
会
し
て
い
る
」
が
支
持
強
度
一
と
す
れ
ば
、
「
自
分
の
支
持
者
に
も
投
票
の
依
頼
を
す
る
」
は
強
度
二
、
「
選
挙
の
際
、

候
補
者
の
事
務
所
に
行
っ
て
手
伝
う
」
は
強
度
三
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
福
富
町
の
中
川
代
議
士
支
持
議
員
二
名
が
こ
の
三
つ

の
項
目
に
す
べ
て
○
印
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
二
人
を
除
け
ば
、
強
度
二
の
投
票
の
依
頼
に
と
ど
ま
る
．
投
票
の
依
頼
が
も
っ
と
も
多
い

豊
浜
町
が
、
国
会
議
員
と
町
議
会
議
員
の
支
持
関
係
が
も
っ
と
も
強
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
中
川
俊
思
－
秀
直
が
も
っ
と
も
得
票
率
の
高
い
豊
栄
町
で
は
四
八
・
三
％
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
町

は
二
人
に
と
っ
て
は
本
当
の
出
生
地
で
は
な
い
。
養
子
先
の
町
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
二

代
に
わ
た
っ
て
高
得
票
率
を
あ
げ
て
い
る
。
妻
の
出
身
地
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
意
味
を
も
つ
も

の
だ
ろ
う
か
。

　
町
議
会
議
員
は
、
共
産
党
議
員
を
除
く
保
守
系
無
所
属
議
員
は
一
三
名
で
あ
る
。
国
会
議
員
と
の
支
持

関
係
は
第
2
1
5
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率
は
悪
く
、
し
か
も
イ
ソ
タ
ピ
ュ
ー
結
果
と

も
違
い
す
ぎ
、
表
は
実
態
を
表
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
こ
の
町
で
も
福
富
町
と
同
じ
よ
う
に
、
町

を
二
分
し
て
ま
で
選
挙
を
繰
り
広
げ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
町
の
あ
る
人
は
中
川
が
票
の
多
い
理
由

と
し
て
、
同
じ
地
域
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
た
。
「
政
治
の
話
に
か
ぎ
ら
ず
、
何
か
頼
み
に
い
く
と
し
た
ら
、

同
じ
地
域
の
出
身
の
人
が
い
れ
ば
、
自
然
と
そ
の
人
の
所
に
行
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
出
身
地
が
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

　
　
　
話
し
や
す
い
、
親
し
み
を
感
じ
る
。
要
望
も
聞
い
て
く
れ
る
。
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
積
み

150



三
　
高
得
票
の
町
と
町
議
会
議
員

三
代
議
士
が
高
得
票
を
あ
げ
つ
づ
け
た
三
つ
の
町
－
豊
浜
、
豊
栄
、

　
（
1
2
）

福
富
町
を
分
析
す
る
の
が
、

こ
の
節
の
目
的
で
あ
る
．

世婁代議士と選挙区

　
（
旧
）
　
豊
浜
町

〈
概
観
〉

　
広
島
の
宇
品
港
か
ら
愛
媛
県
今
治
行
き
高
速
船
に
乗
っ
て
豊
浜
町
ま
で
、
一
時
間
一
七
分
。
途
中
の
呉
ま
で
は
工
場
が
沿
岸
に
点
在
し

て
い
る
。
町
は
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
い
く
つ
か
の
小
島
か
ら
な
っ
て
い
る
。
高
度
成
長
の
始
ま
る
頃
、
島
に
着
く
に
は
、
船
か
ら
伝
馬
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
乗
り
移
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
人
口
は
一
九
五
〇
年
代
を
ピ
ー
ク
に
減
り
つ
づ
け
、
現
在
は
約
三
五
〇
〇
人
。
三
〇
年
前
に
比
べ
る
と
二
分
の
一
に
な
っ
た
過
疎
の
町

で
あ
る
。
そ
の
勢
い
は
一
向
に
衰
え
そ
う
に
な
い
。
高
齢
者
も
す
で
に
二
割
を
超
え
て
い
る
。

　
主
要
な
産
業
は
水
産
業
。
広
島
県
内
の
町
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
漁
業
従
事
者
が
多
く
、
五
ト
ン
以
上
の
船
を
所
有
し
て
い
る
人
の
数

も
多
い
．
県
内
き
っ
て
の
漁
業
の
町
で
あ
る
．
地
元
の
漁
場
で
漁
を
す
る
人
は
少
な
く
、
大
多
数
は
長
崎
、
鹿
児
島
に
ま
で
出
漁
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

そ
の
た
め
、
島
に
は
老
人
と
子
ど
も
が
残
る
こ
と
に
な
る
．
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
は
学
寮
が
あ
る
。

　
斎
島
周
辺
で
は
渡
り
鳥
ア
ビ
を
使
っ
た
漁
を
し
て
い
る
の
で
有
名
で
あ
る
。
ア
ビ
が
鯛
や
す
ず
き
の
好
物
イ
カ
ナ
ゴ
を
食
べ
る
た
め
に
、

ア
ビ
を
目
印
に
漁
を
す
る
。

　
瀬
戸
内
海
の
他
の
島
と
同
じ
よ
う
に
、
み
か
ん
の
産
地
で
も
あ
る
。
農
産
物
の
八
割
強
を
み
か
ん
が
占
め
る
。
農
業
で
は
オ
レ
ン
ジ
自

由
化
に
備
え
、
み
か
ん
の
高
品
質
化
、
四
季
を
通
し
て
果
物
の
島
と
な
る
よ
う
に
作
目
の
多
様
化
を
、
漁
業
で
は
漁
協
の
一
本
化
、
販
売

体
制
の
確
立
、
ま
だ
い
、
あ
こ
う
、
す
ず
き
な
ど
の
高
級
魚
の
産
地
を
め
ざ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
高
知
と
同
じ
気
候
を
も
つ
斎
島
を
海
の
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第3－1図　豊浜町の産業別就業者人口

第1次産業

　　　　　　　　　　　　第3次産業
ひ騨一一一　．　　　．一一＿一一一中一一一一か一一一一一』一一隔隔噸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　ハ　ロの←，＿＿一＿一一→一一一一一一一一→一　第2次産業
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選

　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

軽
井
沢
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
味
と
香
り
の
あ
る
島
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
で
あ
る
。

　
町
は
長
期
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
ハ
ー
パ
ー
パ
ー
ク
を
県
と
作
る
予
定
で

（
1
5
）

あ
る
。
一
九
八
八
年
大
崎
下
島
と
豊
島
を
結
ぶ
橋
の
建
設
に
と
り
か
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
、
第
二
次
、
第
三
次
人
口
が
増
加
し
て
い
る
．
と
く
に
、

　
　
他
の
町
に
比
較
す
る
と
、
第
一
次
産
業
へ
の
依
存
度
は
依
然
と
し
て
は
る

職業 1961年 1987年

農業

漁業

自営業

会社貝

団体役員

　人11

2
7
1

　％52．4

9．5

33．3

4．8

人

4
1
6
1

　0／33．4／0

8．3

50．0

8．3

議貝数 21 100．0 12 100．0

議員年齢 47．1歳 51．5歳

当選回数 4．3回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
次
産
業
人
口
が
減
り

第
二
次
産
業
の
人
口
が
倍
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、

か
に
高
い
。

　
保
守
度
を
み
る
の
に
重
要
な
持
家
率
は
、
六
〇
、
七
〇
年
代
と
少
し
ず
つ
上
昇
し
、

い
る
。

八
五
年
現
在
九
二
・
九
％
が
自
分
の
家
を
持
っ
て
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第3－2表　政治家との姻戚関係

豊浜町 福富町 豊栄町

町議会議員定数 　人12 　　％100．0
　人12 　　％100．0

　人14 　　0／100，0〆o

親戚に政治家がいる 8（6） 66．7 4（2） 33．3 4（2） 28．6

内
訳

町議会・村議会議貝

町長

国会議員

記入なし

8 66．7

2
1
1

16．7

8．3

8．3

3
1

21．4

7．1

戦後政治家であった者 8 66．7 2 16．7 3 21．4

1）表の数字はインタビューとアンケート結果をあわせたものである。

2）（）の数字は父、または義父が議貝であった人数を示す。

〈
豊
浜
町
議
会
〉

　
議
会
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
一
九
六
一
年
と
一
九
八
六
、
八
七
年
の
議
会
と

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

を
比
較
し
て
み
よ
う
．

　
議
員
の
法
定
定
数
は
一
六
で
あ
る
が
、
現
在
、
減
員
を
し
て
一
二
名
に
な
っ
て
い
る
．
こ

の
間
、
議
員
数
は
半
数
近
く
に
減
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
．

　
議
員
の
平
均
年
齢
は
約
五
歳
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
町
民
全
体
の
年
齢
の
高
齢
化
を
反

映
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
議
員
定
数
が
減
っ
て
、
若
い
議
員
が
出
に
く
く
な
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
（
1
7
）

に
も
原
因
が
あ
る
。

　
議
員
の
職
業
構
成
は
第
3
1
1
表
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
次
産
業
従
事
者
の
減
少
以
上
に
、

農
業
を
職
業
と
す
る
議
員
の
後
退
が
顕
著
で
あ
る
．
代
わ
っ
て
、
自
営
業
が
議
員
の
半
数
を

占
め
て
い
る
。
漁
業
が
豊
浜
町
の
代
表
的
な
産
業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漁
業
を
職
業

と
す
る
も
の
は
わ
ず
か
一
人
し
か
い
な
い
。

　
興
味
深
い
の
は
、
姻
戚
に
政
治
家
を
も
つ
議
員
の
比
率
で
あ
る
（
第
3
－
2
表
参
照
）
。
一

九
八
七
年
現
在
、
一
二
名
中
六
名
が
父
、
一
名
が
兄
、
一
名
が
義
兄
が
町
議
会
ま
た
は
村
議

会
議
員
で
あ
っ
た
。
六
六
・
七
％
が
政
治
家
族
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
傾
向
は
、
次
回

の
選
挙
で
も
さ
ら
に
強
ま
り
そ
う
で
あ
る
。
八
人
の
親
戚
と
も
す
べ
て
戦
後
議
員
で
あ
っ
た
。

政
治
家
族
は
国
会
議
員
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
豊
浜
町
議
会
議
員
の
レ
ベ
ル
に
も
み
ら
れ
る
。

　
議
員
の
職
業
的
背
景
は
変
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
一
家
族
が
議
員
を
補
充
す

る
源
と
な
り
つ
づ
け
て
い
る
。
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議
会
の
静
態
性
を
象
徴
す
る
指
標
は
、
他
に
も
あ
る
。
無
投
票
で
あ
る
。
一
九
八
七
年
四
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
は
無
投
票
で
あ
っ
た

し
、
町
長
選
は
、
一
九
六
九
年
の
町
制
施
行
以
来
五
回
の
う
ち
四
回
ま
で
無
投
票
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
豊
浜
町
議
会
は
保
守
系
無
所
属

の
議
員
か
ら
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
（
二
）
　
福
富
町

〈
概
観
〉

　
福
富
町
は
特
別
天
然
記
念
物
オ
オ
サ
ソ
シ
ョ
ウ
オ
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
、
八
○
・
七
％
の
面
積
が
林
野
で
あ
る
。
冬
に
は
三
〇
セ

ソ
チ
程
度
の
雪
が
数
度
降
る
。

　
広
島
市
内
か
ら
は
J
R
で
西
条
ま
で
三
二
分
、
そ
こ
か
ら
福
富
町
へ
は
バ
ス
で
三
五
分
か
か
る
。
バ
ス
の
本
数
は
一
時
間
に
一
i
二
本

で
あ
る
。
山
陽
自
動
車
道
が
開
通
す
れ
ば
、
車
で
の
所
要
時
間
は
ず
っ
と
短
縮
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
人
口
は
約
三
一
〇
〇
人
。
一
九
六
〇
年
代
と
比
べ
る
と
、
人
口
は
三
三
％
減
少
し
た
．
高
齢
者
の
割
合
は
二
三
・
三
％
で
あ
る
。

　
産
業
は
生
産
額
で
み
る
と
、
工
業
が
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
工
場
や
縫
製
工
場
な
ど
が
主
で
、
目
だ
っ
た
産
業
と
い
え
る

も
の
は
な
い
。
農
業
生
産
額
で
は
、
半
分
が
米
で
あ
り
、
こ
れ
に
一
〇
数
戸
の
酪
農
家
が
生
産
し
て
い
る
生
乳
と
肉
用
牛
を
加
え
る
と
七

割
を
こ
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
町
の
実
状
を
知
る
上
で
は
、
一
九
八
七
年
三
月
に
行
な
わ
れ
た
ア
ソ
ケ
ー
ト
調
査
が
参
考
に
な
る
。
町
民
の
多
数
は
福
富
町
に
長
年
住

ん
で
愛
着
を
感
じ
、
自
然
環
境
を
愛
し
、
こ
れ
か
ら
も
ひ
き
つ
づ
き
住
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
一
九
七
八
年
に
町
は
長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
．
「
緑
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
発
展
計
画
を
押
し
進
め
る

上
で
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
町
の
中
心
部
に
作
ら
れ
る
ダ
ム
で
あ
る
。
広
島
県
は
一
九
七
四
年
に
こ
の
計
画
を
発
表
し
た
が
、
未
だ

着
工
さ
れ
ず
、
二
一
世
紀
近
く
に
な
ら
な
け
れ
ば
完
成
し
な
い
。
町
は
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
様
々
な
計
画
を
た
て
て
い
る
。
そ
し
て
福
富
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町
は
、
広
島
中
央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
協
同
圏
域
の
な
か
に
あ
る
と
い
う
地
理
的
位
置
か
ら
、
広
島
新
空
港
、
山
陽
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
を
す
る
と
と
も
に
、
将
来
は
東
広
島
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
る
方
向
を
模
索
し
て
い
る
．

〈
福
富
町
議
会
〉

　
議
員
数
は
二
一
名
。
本
来
の
議
員
定
数
は
一
六
名
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
定
数
が
四
名
削
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
六
一
年
と
比
較
す
る
と
（
第
3
－
3
表
参
照
）
、
議
員
の
平
均
年
齢
は
約
七
歳
上
昇
し
て
い
る
。

　
福
富
町
議
会
議
員
の
代
表
的
な
職
業
は
第
3
1
3
表
の
よ
う
に
、
農
業
と
自
営
業
で
あ
る
。
六
一
年
と
八
七
年
の
間
に
、
第
一
次
産
業

世襲代議士と選挙区

　　　　　　第3－2図　福富町の産業別就業者人口

第1次産業
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1955　60　　65　　70　　75　　80　　85
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年

（％

100

80

60

40

20

の
従
事
者
は
第
3
1
2
図
の
よ
う
に
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
逆
に
農

業
を
職
業
と
す
る
議
員
は
一
二
名
中
一
一
名
ま
で
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　
父
親
が
議
員
で
あ
っ
た
者
は
二
名
、
そ
の
他
の
親
戚
二
名
で
あ
る
。
比
率
は

三
三
・
三
％
。

第3－3表福富町町議会議員

職業 1961年 1987年

農業

自営業

　人11

3

　0！78，6〆0

21．4

　人11

1

　％91．7

8．3

議員数 14 100．0 12 100．0

議員年齢 50．1歳 57．6歳

当選回数 2．0回

1）鼠員年齢・当選回数はそれぞれ平均である。
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こ
の
町
で
は
む
し
ろ
、
町
長
選
が
一
九
七
六
年
以
来
過
去
四
回
つ
づ
け
て
無
投
票
で
あ
っ
た
こ
と
の
方
が
注
目
に
値
す
る
。
現
佐
々
木

文
夫
町
長
は
二
回
無
投
票
で
当
選
し
た
。
一
回
目
は
選
挙
の
告
示
二
日
前
に
、
前
町
長
が
広
島
県
議
会
賀
茂
郡
区
補
欠
選
挙
に
お
い
て
票

の
と
り
ま
と
め
な
ど
の
た
め
に
、
現
金
六
〇
万
円
受
け
取
っ
た
疑
い
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
た
め
に
急
遽
立
候
補
す
る
こ
と
に
な
り
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

に
対
立
候
補
が
い
な
か
っ
た
。
無
投
票
の
原
因
を
「
誰
が
や
っ
て
も
変
わ
り
ば
え
が
し
な
い
」
と
み
て
い
る
の
は
町
の
職
員
、
収
入
役
、

助
役
を
経
験
し
た
町
長
で
あ
る
。
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（
三
）
　
豊
栄
町

〈
概
観
〉

　
豊
栄
町
は
地
図
で
み
る
と
広
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
広
島
、
島
根
の
主
要
な
河
川
－
太
田
川
、
江
の
川
、
沼
田
川
の
水
源

地
で
も
あ
る
．
西
条
町
か
ら
行
く
と
、
福
富
町
の
一
〇
分
程
度
奥
に
あ
る
．
り
ん
ご
を
作
っ
て
い
る
農
家
も
あ
る
。

　
町
役
場
は
木
造
の
平
屋
建
て
で
、
正
面
に
は
「
民
主
政
治
は
き
れ
い
な
選
挙
か
ら
」
と
い
う
大
き
な
看
板
が
立
っ
て
い
る
。
過
去
四
回

の
選
挙
に
お
い
て
は
、
町
議
会
議
員
選
挙
は
定
員
の
一
・
二
か
ら
一
・
五
倍
の
立
候
補
が
あ
っ
て
、
激
し
い
選
挙
が
行
な
わ
れ
て
い
る
せ

い
だ
ろ
う
か
。

　
人
口
は
約
五
二
〇
〇
人
。
他
の
二
町
よ
り
は
規
模
は
大
き
い
が
、
こ
こ
も
過
疎
の
町
で
あ
り
、
高
齢
者
の
町
で
も
あ
る
。
「
過
疎
と
い

っ
て
も
働
く
場
所
が
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
希
望
す
る
職
種
が
な
い
、
遊
ぶ
場
所
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
、
そ
の
証
拠
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

あ
る
工
場
で
は
町
の
出
身
者
は
四
〇
％
に
す
ぎ
な
い
」
と
町
の
企
画
課
長
は
分
析
し
て
い
る
．

　
工
業
の
年
間
出
荷
額
は
五
一
・
五
億
円
。
そ
の
な
か
の
主
な
も
の
は
、
高
度
経
済
成
長
の
時
代
に
進
出
し
て
き
た
マ
ツ
ダ
の
関
連
企
業

と
農
機
具
メ
ー
カ
ー
（
佐
竹
製
作
所
）
で
あ
る
。
産
業
別
就
業
者
人
口
で
は
第
3
－
3
図
の
よ
う
に
、
ど
の
分
野
も
似
た
り
よ
っ
た
り
で
あ

る
が
、
第
一
次
産
業
従
事
者
が
わ
ず
か
に
多
い
。
農
業
生
産
額
の
な
か
で
は
、
米
が
七
割
弱
を
占
め
る
．



　
か
っ
て
乃
美
中
学
校
、
森
本
女
学
校
、
芸
陽
バ
ス
の
本
社
が
あ
り
、
町
に
も
活
気
が
あ
っ
た
が
、
今
は
そ
の
面
影
も
な
い
。

　
中
央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
、
新
広
島
空
港
、
山
陽
自
動
車
道
の
波
及
効
果
を
期
待
し
て
い
る
と
い
う
も
の
の
、
福
富
町
以
上
に
地
理
的
に
距

離
が
あ
る
。
今
年
度
末
ま
で
に
は
長
期
計
画
が
策
定
さ
れ
る
．
当
面
は
庁
舎
の
建
て
替
え
．
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
含
ん
だ
町
全

体
の
ゾ
ー
ン
づ
く
り
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

〈
豊
栄
町
議
会
V

　
議
員
数
は
一
四
名
、
定
数
よ
り
．
八
名
減
員
し
て
い
る
。
議
員
全
員
無
所
属
で
は
あ
る
が
、
一
九
八
六
年
の
選
挙
か
ら
女
性
議
員
と
共

世襲代議士と選挙区

第3－3図　豊栄町の産業別就業者人口

第1次産業

　　　　　　　　　　　　　のののワし　　　へり　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　ロコロつ　　　　第3次産業　　　　∠ひ！一一’冷一一
　　　　　　　びロのロロコ　ひロブ　　　　　ロロゆロをロ　　　　　　　　ノ
σ＿一一一一一4’一　　　　　！〆

　　　　　　　　ノ　　　　　　　／！第2次産業
　　　　　　イ●一一一一胴P●一，

（％
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85

僻
80757065601955

産
党
議
員
が
誕
生
し
た
。

　
平
均
年
齢
は
五
七
・
二
歳
。
町
民
の
高
齢
化
と
比
例
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

一
九
六
〇
年
当
時
と
比
較
す
る
と
、
七
歳
上
昇
し
て
い
る
。

　
職
業
的
背
景
は
、
第
3
－
4
表
に
あ
る
よ
う
に
、
一
四
名
の
う
ち
農
業
が
七

第3－4表豊栄町町議会議員

職業 1961年 1986年

農業

自営業

会社役員

会社員

団体役員

　人15

4
2
1

　0／68，2■0

18．2

9．1

4．5

人

7
5
1
1

　％50．0

35．8

7．1

7．1

議員数 22 100．0 14 100．0

議員年齢 50．1歳 57．2歳

当選回数 3．2回

1）談貝年齢・当運回数はそれぞれ平均である
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名
、
自
営
業
が
五
名
で
あ
る
。

　
父
も
議
員
で
あ
っ
た
者
は
二
名
。
こ
の
中
に
は
元
小
学
校
校
長
の
女
性
議
員
が
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
父
、
義
父
が
議
員
で
あ
っ
た
者

を
含
め
、
政
治
家
を
姻
戚
に
も
つ
議
員
は
二
八
・
六
％
で
あ
る
。
町
議
会
議
員
か
ら
町
長
に
な
っ
た
現
職
の
吉
川
智
男
の
父
も
、
一
九
六

二
年
か
ら
四
年
間
町
長
を
つ
と
め
て
い
た
。

　
町
議
会
選
挙
は
過
去
四
回
行
な
わ
れ
た
の
に
対
し
て
、
町
長
選
挙
は
四
回
連
続
無
投
票
で
あ
っ
た
。
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四
　
お
わ
り
に

　
な
ぜ
政
治
家
族
が
生
ま
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
と
の
課
題
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
イ
ソ
タ
ピ
ュ
ー
の
な

か
に
あ
っ
た
．
例
え
ば
、
呉
に
お
い
て
戦
前
政
治
家
族
の
占
め
る
割
合
が
高
か
っ
た
の
は
「
海
軍
工
廠
が
あ
っ
て
、
外
部
か
ら
の
流
入
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

が
多
か
っ
た
た
め
に
内
部
の
結
束
が
強
ま
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
い
た
。
豊
浜
町
に
お
い
て
は
池
田
勇
人
と

町
長
が
同
窓
で
あ
り
、
池
田
が
豊
田
郡
の
出
身
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
高
得
票
率
の
理
由
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
と
く
に
取
り
あ
げ
な

か
っ
た
が
．
二
区
の
瀬
戸
田
町
で
は
．
前
町
長
が
内
務
省
の
警
保
局
長
時
代
の
谷
川
昇
か
ら
恩
義
を
受
け
た
と
い
う
の
が
、
谷
川
和
穂
支

　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

持
の
理
由
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
こ
れ
ら
の
な
か
で
代
議
士
を
支
持
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
理
由
を
整
理
し
て
み
る
と
、
地
盤
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般

に
、
地
盤
は
「
特
定
の
政
治
家
の
た
め
に
、
選
挙
で
の
集
票
を
目
的
と
し
て
一
定
地
域
に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
、
個
人
的
な
人
間
関
係
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

つ
な
が
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
地
盤
と
は
選
挙
区
内
の
固
定
し
た
得
票
を
指
す
．
こ
の
源
泉
と

な
っ
て
い
る
の
が
「
同
じ
町
の
出
身
者
を
支
持
す
る
の
は
自
然
で
は
な
い
か
」
と
い
う
素
朴
な
意
見
で
あ
る
。
有
権
者
は
代
議
士
が
、
そ

の
父
や
義
父
が
生
ま
れ
た
町
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
に
一
票
を
投
じ
る
。
票
を
獲
得
す
る
側
で
は
、
出
身
町
を
拡
げ
．
出
身
町
に
隣
接
し
た
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（
2
5
）

町
、
さ
ら
に
は
郡
や
市
ま
で
も
地
元
に
し
よ
う
と
す
る
。
有
権
者
も
政
治
関
係
者
も
わ
が
郡
の
出
身
者
を
国
会
議
員
に
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
同
窓
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
議
員
を
送
り
出
す
積
極
的
な
理
由
と
な
る
．
集
票
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
人
間
関
係

も
含
め
、
一
度
で
き
た
支
持
関
係
は
世
代
を
こ
え
て
継
承
さ
れ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
二
区
に
お
い
て
は
中
川
俊
思
と
秀
直
の
得
票
パ
タ
ー
ン
は
、
地
盤
が
継
承
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

　
但
し
、
得
票
構
造
が
二
世
代
に
わ
た
っ
て
酷
似
し
て
い
て
も
、
地
盤
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

秀
直
は
都
市
部
に
お
い
て
、
和
穂
は
一
〇
く
ら
い
の
町
市
に
お
い
て
第
一
世
代
よ
り
も
高
い
得
票
率
を
あ
げ
た
。
池
田
行
彦
は
勇
人
が
総

理
大
臣
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
「
縮
小
再
生
産
」
と
い
う
曲
線
に
な
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
世
代
間
よ
り
も
、
自
分
が
初
め
て
出
た
選
挙
と
最
近
の
選
挙
の
得
票
パ
タ
ー
ン
の
方
が
、
第
二
世
代
に
お
い
て
は
似
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
さ
ら
に
、
地
元
票
が
次
第
に
弱
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
第
二
世
代
は
第
一
世
代
の
よ

う
に
、
一
つ
の
町
や
市
に
お
い
て
大
量
得
票
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
池
田
勇
人
は
豊
浜
町
で
、
八
一
・
三
％
の
得
票
率
を
は
じ
め
と

し
て
、
竹
原
市
、
蒲
刈
、
豊
、
木
江
町
に
お
い
て
五
〇
％
を
越
す
得
票
を
あ
げ
た
。
中
川
俊
思
は
池
田
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
出
身

地
の
豊
栄
町
に
お
い
て
、
五
五
・
二
％
を
得
て
い
た
．
と
こ
ろ
が
、
第
二
世
代
の
谷
川
和
穂
が
東
広
島
市
や
福
富
町
に
お
い
て
父
以
上
の
、

そ
し
て
池
田
行
彦
が
豊
浜
町
に
お
い
て
五
〇
・
八
％
の
得
票
率
を
あ
げ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
全
体
的
に
み
れ
ば
、
第
二
世
代
は
第

一
世
代
よ
り
も
、
一
つ
の
町
に
お
い
て
あ
げ
た
得
票
率
の
低
下
は
否
め
な
い
。
地
元
意
識
が
全
体
と
し
て
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
証
左
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
い
く
な
ら
ば
、
国
会
議
員
、
誰
そ
れ
の
息
子
と
い
う
こ
と
で
．
有
権
者
が
す
で
に
知
っ
て
い
る
と
い
う
「
知
名
度
」

の
役
割
も
見
逃
せ
な
い
。

　
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
、
世
襲
代
議
士
に
高
い
得
票
を
与
え
て
い
る
町
に
共
通
す
る
地
域
特
性
に
つ
い
て
は
、
過
疎
と
高
齢
者
の
比
率
が

高
い
と
い
う
の
が
第
一
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
第
一
次
産
業
人
口
の
比
率
の
高
さ
も
共
通
点
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
持
ち
家
率
も
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高
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
は
貧
し
く
代
議
士
に
期
待
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
地
域
特
性
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

み
る
と
、
農
村
か
ら
都
市
へ
若
年
層
が
流
出
し
、
農
村
に
は
「
古
さ
が
よ
り
沈
澱
し
て
き
て
い
る
」
i
こ
れ
が
世
襲
を
残
し
て
い
る
一

つ
の
大
き
な
要
因
に
違
い
な
い
．

　
町
議
会
議
員
の
世
襲
と
い
う
面
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
豊
浜
町
は
六
六
・
七
％
、
豊
栄
町
は
二
八
・
六
％
、
福
富
町
は
三
三
・
三
％
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

っ
た
。
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
近
親
者
が
戦
前
議
員
で
あ
っ
た
地
方
議
員
は
二
四
％
、
戦
後
そ
う
で
あ
っ
た
者
は
三
四
％
で
あ
っ
た
。
近

親
者
と
い
う
の
は
父
や
義
父
よ
り
広
い
定
義
で
あ
る
が
、
豊
浜
町
以
外
で
は
、
と
く
に
世
襲
議
員
が
平
均
的
地
方
議
会
よ
り
も
高
い
と
は

言
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
世
襲
代
議
士
に
高
得
票
を
与
え
て
い
る
町
が
、
す
べ
て
町
議
会
議
員
で
も
世
襲
度
が
高
い
と
い
う
わ
け
で
は

な
か
っ
た
．
む
し
ろ
、
世
襲
度
の
高
さ
は
瀬
戸
内
海
の
島
の
町
議
会
議
員
の
共
通
点
か
も
し
れ
な
い
。
調
査
を
さ
ら
に
進
め
て
い
け
ば
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
）

島
の
町
議
会
議
員
は
世
襲
度
が
高
い
と
い
う
の
が
、
世
襲
選
挙
区
二
区
の
特
徴
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
．

　
世
襲
と
い
う
現
象
が
、
た
だ
単
に
国
会
議
員
と
町
議
会
議
員
の
両
方
の
レ
ベ
ル
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
豊
浜
町
議

会
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
町
議
会
議
員
が
二
代
に
わ
た
っ
て
同
じ
代
議
士
一
族
を
支
持
し
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
代
議
士
の
世
襲
を
強
化
す
る
重
要
な
要
因
で
あ
る
．

　
政
治
と
の
関
連
で
は
、
無
投
票
も
特
徴
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
。
町
長
選
が
過
去
四
回
無
投
票
で
あ
っ
た
町
が
二
つ
、
残
り
の
一
町
は

過
去
五
回
の
う
ち
四
回
ま
で
が
無
投
票
で
あ
っ
た
。
町
長
選
の
無
投
票
が
政
治
が
静
態
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、

こ
こ
に
も
問
題
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
町
議
会
議
員
の
大
多
数
が
農
業
、
自
営
業
従
事
者
で
占
め
ら
れ
、
所
属
政
党
も
一
人

の
革
新
系
議
員
を
除
け
ば
、
残
り
は
保
守
系
無
所
属
と
い
う
の
が
世
襲
代
議
士
に
高
得
票
を
与
え
た
町
議
会
の
現
状
で
あ
る
。
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（
1
）
　
市
川
太
一
「
広
島
県
の
政
治
的
家
族
」
（
『
修
道
法
学
』
第
七
巻
二
号
、
一
九
八
五
年
）
。

（
2
）
　
市
川
太
一
「
日
本
の
政
治
家
族
ー
そ
の
出
身
家
庭
と
政
治
家
へ
の
動
機
」
（
一
）
（
二
）

第
十
巻
二
号
．
第
十
一
巻
一
号
．
一
九
八
八
年
）
．

（
三
）
（
『
修
道
法
学
』
第
九
巻
二
号
、
一
九
八
七
年
、



世襲代議士と選挙区

（
3
）
　
選
挙
結
果
は
次
の
資
料
1
『
第
3
8
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
結
果
調
・
第
14
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果
調
』
広
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
．

　
一
九
八
六
年
、
及
び
『
衆
議
院
議
員
総
選
挙
結
果
調
』
衆
議
院
事
務
局
編
．
第
二
七
回
、
二
八
回
、
三
〇
回
、
三
四
回
、
三
五
回
、
三
六
回
、
三
七

　
回
の
各
回
を
、
市
町
村
選
挙
に
つ
い
て
は
．
広
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
所
蔵
す
る
一
九
七
三
年
か
ら
一
九
八
七
年
ま
で
の
該
当
す
る
年
度
の
『
市

町
村
選
挙
結
果
調
』
（
広
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
編
）
を
参
考
に
し
た
。

（
4
）
　
ア
ソ
ケ
ー
ト
は
三
八
通
郵
送
し
、
二
六
通
の
回
答
を
え
た
．
回
収
率
は
全
体
で
六
八
・
四
％
、
町
毎
の
そ
れ
は
豊
浜
町
七
五
％
、
福
富
町
八

　
三
・
三
％
、
豊
栄
町
五
七
・
一
％
で
あ
っ
た
。

（
5
）
　
前
日
本
開
発
銀
行
広
島
支
店
企
画
調
査
課
長
は
「
瀬
戸
内
海
は
常
に
時
代
の
流
れ
、
節
目
を
反
映
し
て
い
る
象
徴
的
な
地
域
と
思
わ
れ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
「
新
時
代
・
せ
と
う
ち
経
済
圏
」
（
1
8
）
（
4
2
）
（
4
5
V
『
目
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
六
年
四
月
一
六
日
、
二
月
二
百
、
一
二
月
三

　
日
を
参
照
。

（
6
）
　
同
右
（
1
4
）
（
1
8
）
、
一
九
八
六
年
四
月
一
六
日
、
五
月
二
一
日
を
参
照
．

（
7
）
　
青
木
康
容
「
議
会
へ
の
道
－
新
人
議
員
と
世
襲
議
員
」
『
国
会
議
員
の
構
成
と
変
化
』
政
治
広
報
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
○
年
、
八
四
ぺ
ー
ジ
を

参
照
．
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つ
い
て
は

国
新
聞
』

（
17
）

（
1
8
）

「
二
世
議
員
の
土
壌
」
『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
九
年
一
〇
月
一
〇
目
、
一
四
日
を
参
照
。

町
長
イ
ソ
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
八
八
年
七
月
二
一
百
）
。

町
長
イ
ソ
タ
ピ
ュ
ー
（
一
九
八
八
年
七
月
一
五
日
）
。

町
政
関
係
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
八
八
年
七
月
一
五
日
）
．

各
町
・
市
の
現
況
を
知
る
に
は
『
広
島
　
2
1
世
紀
わ
が
ま
ち
づ
く
り
』
広
島
県
編
、
一
九
八
七
年
が
便
利
で
あ
る
。

『
瀬
戸
内
海
』
（
上
巻
）
中
国
新
聞
社
、
一
九
五
九
年
、
三
四
ぺ
ー
ジ
．

『
芸
南
地
方
　
瀬
戸
の
島
』
中
国
新
聞
社
、
顔
九
七
八
年
、
二
八
ぺ
ー
ジ
。

『
香
り
と
輝
き
の
町
づ
く
り
』
豊
浜
町
、
一
九
八
八
年
。

『
広
島
県
自
治
名
鑑
』
広
島
県
町
村
議
会
議
長
会
発
行
（
一
九
六
一
年
）
に
は
議
員
の
職
業
．
略
歴
、
住
所
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
豊
浜
町
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
富
町
に
つ
い
て
は
一
九
八
七
年
一
一
月
二
五
日
、
豊
栄
町
に
つ
い
て
は
一
九
八
六
年
一
〇
月
六
日
の
『
中

　
　
に
掲
載
さ
れ
た
選
挙
結
果
を
基
に
し
て
作
成
し
た
。

町
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
八
八
年
三
月
五
日
）
。

『
広
報
　
ふ
く
と
み
』
福
富
町
企
画
課
、
一
九
八
七
年
六
月
一
九
日
、
及
び
『
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
町
民
意
識
調
査
』
福
富
町
、
一
九
八
七

一
九
八
七
年
四
月
二
二
目
、
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年
を
参
照
．
福
富
町
の
四
地
区
計
九
四
六
票
配
布
さ
れ
、
回
収
率
は
八
八
・
一
％
で
あ
っ
た
。
詳
し
い
数
字
を
紹
介
す
る
と
、
福
富
町
を
「
住
み
よ

　
い
」
と
評
価
し
て
い
る
住
民
は
約
七
割
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
「
長
年
住
み
な
れ
て
愛
着
が
あ
る
」
（
六
二
％
）
、
「
自
然
環
境
が
よ
い
」
（
四
七
・

　
五
％
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
住
民
の
福
富
町
に
対
す
る
意
識
を
う
か
が
わ
せ
る
。
約
八
割
の
人
が
今
後
も
住
み
た
い
と
い
う
定
住
意
向
を
も
っ
て

　
い
る
の
も
、
そ
れ
を
裏
づ
け
て
い
る
。

（
1
9
）
　
『
中
国
新
聞
』
一
九
八
二
年
四
月
一
〇
日
、
＝
百
、
一
三
日
、
九
月
｝
日
。
広
島
地
裁
は
福
本
前
町
長
に
対
し
て
懲
役
一
年
、
執
行
猶
予
四

　
年
、
追
徴
金
六
〇
万
円
の
有
罪
判
決
を
下
し
た
。

（
2
0
）
　
一
九
八
八
年
七
月
一
八
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
2
1
）
　
『
戦
後
広
島
保
守
王
国
史
』
（
渓
水
社
、
凶
九
八
三
年
）
の
著
者
、
林
立
雄
の
説
明
。

（
22
）
　
町
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
八
八
年
三
月
二
二
目
）
。

（
2
3
）
　
セ
イ
ヤ
ー
は
地
盤
を
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
て
い
る
．
一
つ
は
山
型
で
あ
る
。
こ
れ
は
出
生
地
や
特
定
の
地
域
か
ら
集
中
的
に
得
票
し
よ
う
と

す
る
伝
統
的
な
や
り
方
で
あ
る
．
こ
れ
に
対
し
て
、
水
平
型
は
ま
ん
べ
ん
な
く
集
票
す
る
。
石
川
は
地
元
票
を
変
わ
ら
ぬ
構
造
の
代
表
と
し
て
取
り

　
あ
げ
て
い
る
。
三
木
武
夫
の
選
挙
区
徳
島
で
は
「
三
〇
年
間
、
山
型
の
模
様
は
ほ
と
ん
ど
微
動
だ
に
し
な
い
」
。
セ
イ
ヤ
ー
『
自
民
党
』
雪
華
社
．

　
一
九
六
八
年
、
八
一
ー
八
五
ぺ
ー
ジ
及
び
、
石
川
真
澄
『
戦
後
政
治
構
造
史
』
日
本
評
論
社
、
一
九
七
八
年
、
一
六
一
－
一
六
五
ぺ
ー
ジ
を
参
照
。

（
塾
）
　
若
田
恭
二
『
現
代
日
本
の
政
治
と
風
土
』
ミ
ネ
ル
ヴ
プ
書
房
、
一
九
八
一
年
，
二
四
ぺ
ー
ジ
。

（
2
5
）
　
代
議
士
秘
書
イ
ソ
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
八
八
年
七
月
二
〇
目
）
。
富
田
信
男
は
『
議
会
政
治
へ
の
視
座
』
（
北
樹
出
版
、
一
九
七
八
年
、
一
二
－
一

　
五
ぺ
ー
ジ
）
の
な
か
で
．
地
元
意
識
を
次
の
三
つ
に
類
型
化
し
て
い
る
。
（
一
）
「
地
元
利
益
を
願
っ
て
形
成
さ
れ
る
意
識
」
、
（
二
）
「
ダ
イ
レ
ク
ト
に

個
人
的
な
恩
恵
授
受
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
付
ぎ
合
い
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
地
元
候
補
と
し
て
の
有
権
者
側
の
意
識
」
、
（
三
）
「
”
身
内
意
識
”
に
由
来

す
る
地
元
意
識
」
．
富
田
が
重
視
し
て
い
る
の
は
第
三
の
意
識
で
あ
る
。

（
2
6
）
　
例
え
ば
石
川
真
澄
は
「
こ
の
（
“
血
縁
に
よ
る
）
相
続
は
、
父
親
の
出
身
地
を
中
心
と
す
る
地
域
の
得
票
率
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
、
文
字
通

り
相
続
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
『
戦
後
政
治
構
造
史
』
一
六
七
ぺ
ー
ジ
）
．

（
2
7
）
　
「
地
元
意
識
と
い
う
も
の
は
都
市
部
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
う
す
く
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
セ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
（
『
自
民
党
』
八
三
ぺ
ー

ジ
）
。
石
川
は
地
元
票
は
大
都
市
部
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
消
え
て
し
ま
う
と
分
析
し
て
い
る
．
農
村
部
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
東
京
八
区
の
よ

う
に
古
く
か
ら
発
展
し
た
町
に
は
地
元
票
は
存
在
す
る
。
『
戦
後
政
治
構
造
史
』
一
六
四
－
一
六
五
ぺ
ー
ジ
を
参
照
。

（
2
8
）
　
石
田
博
英
『
私
の
政
界
昭
和
史
』
東
洋
経
済
新
報
社
．
一
九
八
六
年
，
二
二
七
ペ
ー
ジ
。

（
2
9
）
　
黒
田
展
之
編
『
現
代
日
本
の
地
方
政
治
家
－
地
方
議
員
の
背
景
と
行
動
ー
』
法
律
文
化
社
、
一
九
八
四
年
、
一
〇
ぺ
ー
ジ
。
但
し
、
こ
の
調
査

162



　
は
大
都
市
中
核
、
大
都
市
近
郊
、
地
方
中
核
、
農
業
過
疎
の
四
地
域
に
分
類
さ
れ
た
二
一
市
二
区
一
町
、

　
七
・
四
％
で
あ
っ
た
。

（
3
0
〉
　
例
え
ば
、
二
区
に
あ
る
瀬
戸
田
町
や
倉
橋
町
に
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

〔
付
記
　
本
稿
は
一
九
八
七
年
度
広
島
修
道
大
学
総
合
研
究
所
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
〕

九
四
〇
人
を
対
象
に
し
、
回
収
率
は
四
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